



































































測るために出版社の異なる 4つの学習国語辞典（以下、辞書 1～4）を準備し、児童 1
名につきいずれか 1つの辞書を使用してもらった。この結果、△語と×語、及びこれ
                                                                
1 調査対象とした学級で次回学習する単元の冒頭 2ページ分の文章。 
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らに付されたマークの数は表 1と表 2のようにまとめられる。 
 
表 1 △語とマーク数 表 2 ×語とマーク数 
 △語 ［マーク数］  ×語 ［マーク数］  
 むしろ ［5］  現代流 ［20］  
 錯覚（読み仮名あり） ［4］  送り手 ［10］  
 挙げた ［3］  意図 ［5］  
 意図 ［2］  テレビカメラ ［3］  
 百聞は一見にしかず ［1］  挙げた ［2］  
 理解 ［1］  百聞 ［2］  
 断然 ［1］  メディア ［2］  
 送り手 ［1］  理解 ［1］  
 ぼうだい ［1］  調査 ［1］  
 報道 ［1］  断然 ［1］  
 付き合う ［1］  付き合う ［1］  
 ラジオ ［1］  錯覚（読み仮名あり） ［1］  
 おかげ ［1］  具体的 ［1］  
 事実 ［1］  しかず ［1］  
 テレビカメラ ［1］  百回聞く ［1］  
   数々 ［1］  










このうち、矢澤ほか（2016）では (2) (3) の観点からの分析を行った。 
 









表 3 学力群別平均値 
  上位群 中位群 下位群 全体  
 人数 6 30 6 42  
 平均検索語数 6.83 10.21 10.17 10.21  
 平均〇語数 4.67 8.07 6.17 7.31  
 平均△語数 1.50 0.37 0.83 0.60  
 平均×語数 0.67 1.30 1.83 1.29  

















                                                                
3 調査対象者の学力については、当該クラスの担任教師から得た情報を参考にした。 
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表 4 辞書引き行為のケーススタディ 4 









 平均検索時間（秒） 51 37 55 148  
 平均小めくり（回） 3.05 1.79 3.76 7.63  
 平均中めくり（回） 0.32 0.42 0.82 4.25  
 平均大めくり（回） 0.05 0.05 0.18 1.38  





















                                                                

























たと思われる。例えば、「挙げた」には△が 3つ付されているが、辞書 1と辞書 3に
おける「挙げる」の記述は次のようになっている 6。 
 
辞書 1（△ 1名） 
②とくべつにしめす。例わかるように、例を挙げて説明しよう。7 
辞書 3（△ 2名） 
②取り出してしめす。例例を挙げる。 
                                                                





































































辞書 2（△ 2名） 
どちらかといえば。それよりも。かえって。例音楽よりもむしろ図工が好きだ。 
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辞書 3（△ 2名） 
どちらかというと。例映画よりむしろテレビのほうがいい。 





























































                                                                
8 これは 3.1節の③で触れた「付き合う」に関する辞書 3の記述にも当てはまる。つまり、「付き
合う」の場合も、語釈ではなく、例文の提示法が原因で△が付された可能性がある。 































                                                                

























表 5 小学校国語科教科書における派生語の出現数 
 出現派生語（出現例） ［異なり語数／延べ語数］  
 －的（具体的・計画的・積極的） ［35／106］  
 －性（可能性・共通性・必要性） ［5／14］  
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表 6 各辞書における派生語の扱い 
 立項されているか否か 出現派生語［延べ語数］  
 いずれの辞書にも立項されて 
いる語（Ⅰ群） 
具体的［20］ 計画的［6］  積極的［6］ 
国際的［4］  科学的［4］  直接的［4］ 
理想的［3］  総合的［2］  本格的［1］ 
自動的［1］  歴史的［1］  典型的［1］ 
画一的［1］  合理的［1］  世界的［1］ 
個性的［1］  消極的［1］  論理的［1］ 
感情的［1］  抽象的［1］  現実的［1］ 
 
  可能性［5］  急性 ［2］  
  合理化［1］  近代化［1］  実用化［1］  
 立項されている辞書とされて 
いない辞書がある語（Ⅱ群） 
効果的［23］ 精神的［2］  基本的［2］ 
意欲的［2］  生理的［1］  人工的［1］ 




突発的［3］  局地的［3］  特徴的［2］ 
慣用的［1］  運命的［1］ 
 
  共通性［5］  必要性［1］  四肢性［1］  




表 7 各辞書におけるⅡ群の派生語の扱い 
  辞書 1 辞書 2 辞書 3 辞書 4  
 効果的 〇 〇 × 〇  
 精神的 〇 〇 × 〇  
 基本的 〇 〇 × 〇  
 意欲的 〇 × × ×  
 生理的 〇 × 〇 ×  
 人工的 〇 〇 〇 ×  
 物質的 〇 〇 × 〇  
 楽観的 〇 〇 × 〇  

























(4) a.  健康な体は何よりです。 
 b. ? 健康的な体は何よりです。 
                                                                
10 各学年の内訳は次の通り（［異なり語数／延べ語数］）。 
4年生（上・下） －的［  5／  8］  －性［ 0／  0］  －化［ 0／ 0］ 
5年生 －的［15／54］  －性［ 4／11］  －化［ 0／ 0］ 
6年生 －的［22／44］  －性［ 2／  3］  －化［ 4／ 5］ 
11 呉人・趙（2008）の言う新しい用法の「的」とは、人称代名詞、固有名詞、和語一般名詞に
付き、主に「～的には」という形で用いられるものである。 
i.  わたし的には良いと思ったんですけど、 
ii.  小林さん的には何がいいんですか。 
iii.  気持ち的にはかなり楽である。しかし、体力的には相当きつい。 
  （いずれも呉人・趙 2008: 37） 
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(5) a. ? それは健康なスポーツだ。 
 b.  それは健康的なスポーツだ。 
(6) a. * 健康な雰囲気に包まれる。 
 b.  健康的な雰囲気に包まれる。 （いずれも呉人・趙 2008: 28） 
 




(7) a.  形容動詞語幹に「－的」が付いても、意味の変化がないもの 
   「有効的」「緊急的」「通俗的」「神秘的」 
 b.  形容動詞語幹に「－的」が付くと、意味の変化があるもの 














【理想的】 望み通りになっているようす。 （いずれも辞書 4） 
 











【効果】 ① 効き目。 










【効果】 ① ききめ。しるし。 （いずれも辞書 3） 
 

























(8) a.  町のよさを効果的に伝える （『国語  6  創造』） 
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